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断された.HCG を始めとする膿慶マ-カ-は先進 して

い左7ト ､た.術後,視力n回復は速やかで.尿崩症 も軽

く収まり,現在放射線照射率である.

A-48) 思春期早発症を禽併 した くも膿のう胞の

l例
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思春期早発症を合併 した頭蓋内くも膜のう胞の稀な症

例を経験 した.

患児は 1歳,女児.性器出血をきたしたため,昭和63

年8月30E3入院 した.意識は清明で,神経学的に明らか

な異常はなかった,乳房発達 (Tanner-Ⅱ度),恥毛が

毒られ,骨年令は3歳に相当した.LH (7.6mlu/ml),

FSH LT_LltnlLTml㌦ tlIstrこIdi｡lL29.9pL,Tll= はし､ず,I,i

も高値で思春期 レベルに相当 し,LH-RH 負荷試験で

は LH 値は過大反応を示 した,頭部 CT,MR王では右

中頭蓋窺,鞍上部に拡がるくも膜のう胸の所見であった.

水頭症の合併はなかった,のう胞腹腔短絡術をおこない,

のう胞の縮小化とホルモン値の正常化が得られたが,術

後40日目に再び性器出血がありき 短絡術の効果は不十分

であった,その後,cypmte m m e acetateの投与を開始

した.

本疾患の外科的治療ならびにその効果について若干の

文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 す る .
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みた末端肥大症の 且例

r､ .･ ･ ･ ･ ､J北沢 智二

th-(1111り(1･iptinL､にて急速に瞳塙が縮･.レした末端肥 大

症の ま例を経験 したので発表 し,文献的考察を加える.

症例は , 禎6才 の 女 性 . 6年前より始まった.顔貌の変

G H 値 140m 琵 /mlと上昇.その他のホルモソは正常域

だ っ た .抗 ､ 上 トルニ1鞍から鰐上部伸展を示す腰癌ありヰ

末 端 肥 大 症 と 診断した窄 1月2吏汗嘗経蝶形骨洞経癌摘出術

を 行 っ た が ぎ術後 CT にて純絹(席 の残存厳癌を認めた.

f侶 七日 十 ㌢目上L;)RI･…l(-(.riT'llLm:I(7湘 L】投EJ'-を行一言二

軌 急 激 に残存渡慶は縮少 Lヲ投与後 2カ月田の CT
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上腰癌は消失 した,現在まで再発は認められない.

rSromorl･il)tin(､が窮'端肥大症において (~1,T.-Iltf沌 低 卜

させる車は,良く知られているが,厳癌が消失 したとい

う例は,非常をこまれであるサ しかし,本例のように著効

を示す例私あり再手術,放射線療法を考える前に試みら

れてもよい-法と思われた血
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(ハ 1治験例
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r'011,0StOtiL,ribroLISdysplこISiこlは種々ハ内分泌症状

を伴 うことが知 られ,A]br豆鍔ht症族群と呼ばれるが,

acTOme齢iyとの合併は極めて稀で今までに十数例の報

告を見るをこすぎない.その外科的治療は著 い ､骨病変の

ために困難とされ,aerome卵Iyに対 してぼ放射線また

は薬物治療がなされてきたA我利 ま今回経蝶形骨洞法に

て手術 しえた i例を経験 したので報告する.症例は46才

の女性で,糖尿病の精査により GH の高値が指摘 され

当村に入院 したT.(i.I-L基礎値は 二号:卜 ･二1111gnll.Ⅰ~)lくl_

は 21-36王鳩/m且であった,頭蓋単純写では トルコ鞍の

拡大はなく,蝶形骨洞は presellartyT妃 であったほか,

胡 畦頭骨から既際静を中心とする 野Oimd琵Iassap師ar肌ほ

を認めた.CT,MRlでは鞍内右側に m ass所見を認

めた.手術は蝶形骨洞の大部分を長める f沌㌻ousな mass

を piecemealをこ切除後,鞍底を開け下垂体腺腰 を掃

出 した中藤癌は mixedGH/PRL ce且且adenomaで,

術後 GH は 5m琶/mi以下,P乱 は 9-15mg/mlとなっ

た .
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Ectopicpitu旺wyadenomaの鞄告は少なく,また

免疫組_織学的に同意された症例は文献上散見されるにす

ぎない▲今回我利 豊蝶形骨洞に発生 し,emptysei呈aを

prol1UL､lio11ハ ･例を経験 !Lた111で, 丈鮒的考察を加え


